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次韻　今月は“蟹座”から10日に“獅子座”に：pt
　入り，その中央まで進む．8日目立秋を過　　　　　1940年

　ぎると，夏の暑さも次第に降り坂となる。

嚇期初一6贈から万慮少・9月18月の天象
　日には0分となり，ZF均太陽は眞太陽に追

　ひつく．カリントンの太陽自轄：期の第1163g
　　　　　　　ロ　期が世界時の19．71（日本帆影時の20日2時2分）から始まる．

月　この月は4日に“蟹座”の中央で新月となる．この日が薔暦7月朔であっ

　て・、ブラ，ウンの月相第218番も，この時から始まる・10日に“天秤座”の中央

　で上弦，18日に満月となって“山羊座”から“水瓶座”に移る．26日には“牛

　座”のアルヂパラン星の東方で下弦となる．3日に水星，4日に火星，7日に海

　王星と會合する．また25日には土星，木星，天王星と，30日に金星と會合す

　る．土星との會合の際には22分角の距離にまで近づく．

水星　“双子座”の南東部から“蟹座”を横切って“獅子座”に入る．次第に急速

　に太陽を追びかけて行く．1日に停留，10日に西：方極大離隔（離角18度57分）・

　16日昇交黒占通過，20日近黙通過．3日1時に日と・會合（月の北1度36分）する・

　光度は月初1等牛から漸次急追して，月未には負1等宇となる．曉の星であ

　る．

金星　“オリオン座”から“双子座”の南部を順行する．これも曉の星で，次第

　に太陽より離れつつある．3日に極大光度（光度一4．2等）を示し・月末には一

40等まで漸減する．30日5時に月と・會合する（月の北1度45分）・

火皐　“獅子座”を順行中であるが，30日に太陽に追ぴつかれるため・今月は

　観望に適しない．

木星　“羊座”を順行中で，夜孚以後の東天に，土星とその美を競ふ．光度は

　月初一2．0から月末一2．2に増し，覗直径も初37秒から末41秒と漸増・15日に

　は土星の北1度15分に近づく．25日．1時に月と富合（月の北1度39分）・7日には

　太陽の西方，丁度90度距り，ますます太陽より遠ざかる．

土星　木星と共に“羊座”を順行中で，木星の東南にあるが・15日には追ひ越

　され，28日停留，以後逆行に移る．7日には太陽から西方90度の貼を通過し・

次第に太陽から離れて行く．光度は月初0・5，月末0・4・覗直径は16・0秒から

　17．0秒と漸増．

天＄星　“牛座”の西部，プレヤデスの西南を順行中であるが，9月1日ζ停留，

以後逆行に移る．夜半を過ぎた：東天に現れるが，光度がこの月の前孚は6・1・

　二二は6．0，覗直径が3．5秒であるから肉眼ではむつかしい・25日22時には月

　が3度25分南方を通過する．
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海王星　“乙女座”β星の西北2度ばかりのところを南東に向って順行中であ

　る．光度7．8．9月に太陽に追ぴつかれるため，もう槻望の時期ではない．

冥王星　“蟹座”のγとλの中間邊を順行してみるととを労えておく程度でよ

　V・．大望遠鏡なしには到底見ることは出來ぬ．

流　星　8月は流星槻測にめぐまれてみる．今年は・有名なペルセウス流星群

　は，その最盛期たる10－15日が漏月に近いため観測はやりにくからう．が，

　その他の流星群も少なくないのであるし，月明を避けて，夏の夜の一時を～＝

　れに費すのは意義あることと思ふ．

黄道光　曉の東天に次第に明るくなる，金木土三遊星の光輝が相當の障碍とな

　ることは畳位せねばならぬ．下旬は，その上，月光にも妨げられる．

八月の星座　美しV・銀河が天を横ぎって流れ，その間に・興味深い夏の星座が

　散在する．南天には，雄大な“蛇遣ひ”と“蛇”，見事な“蜴”の星列・“射手”の

　星座等，継るv・星も多くあり，小粥塞鏡磯敵たる星團や星霧も銀河を中・C、

　として翌富に存在する，この附近は銀河も明暗入り齪れて，なかなか複雑で、．

　ある．仰げば中天には“ヘルクレス”，“琴”，“鷲”，“白鳥”等・南天の豪華さ

　はないが，何れも夏の香高き星座が眺められる．牽牛織女の七夕祭も8月10

　日の宥を賑はす星祭りである．この附近は銀河に沿ふて古來“新星”の多く現

　れた箇所であり，絶えず注目を要するところである．

　　北天に眼を移せば，“大熊”は既に西に下せんとし，“熊”，“小熊”，“セブ、

　エウス”等の適々が輝いてみる．

支那の星座　本誌223號から始めて，毎號の附録に支那星座の主なものを一一部分

　つつ掲げて來たが，こNに最後の第8圖を捌ヂて，一通りの紹介を絡る．多

　少の重複はあるけれど，東亜文化史の再研究といふ立前からよく畳えて頂き

　たい．こsには“斗”，“牛”，“女’，，“虚”，“危”，“室”・‘‘旦宥”の7宿で，こ十・

　八宿中の残りのものを表はす．何れ・支那の星座に關する詳糸田な面明は前野

　あたりの本文に載せるつもりである．

　　　　　　　　　　支那星座の圖（8）
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八月の天膿暦表
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